


乙訓文化合冊号の発行について 

この合冊号は当会の会員，楊枝憲二氏（故人）の発案により個人レベルで発行された。 

当時いろいろな批判があつた。理由は著者の許可なく合冊号を発行された事です。 

すでに合冊号が出来上がり楊枝宅にうず高く積み上げてあった。 

出来上がったのは仕方ないということであった。その後、楊枝氏は故人となられた。 

楊枝憲二氏の御両親は在庫本・パソコン・資料等を長岡京市に寄贈された。 

 

 乙訓文化記事紹介 

乙訓文化１号 御存知ですか「泉殿の森」 

       知りたい農民の暮らし 

乙訓文化２号 弟国宮跡?の発見 「弟国宮」について 

       削り去られた貴重な遺跡 

乙訓文化３号 古老から聞く民衆の歴史 今里の農用水路 長岡町今里 S・T さん 

乙訓文化４号 鶏冠井題目踊りに寄せて  

乙訓文化５号 天王山一帯の風致地区について 

       宝菩堤院廃寺の研究［上］高校生の研究 

       山城国一揆と乙訓郡 

       向日神社か向神社か 六人部先生の御教示に答えて 

乙訓文化６号 乙訓の竹と筍 

       宝菩堤院廃寺の研究［中］ 

       乙訓の古社寺 乙訓寺・みかんの歌 「性霊集」（巻４）空海の文集 

乙訓文化７号 特集 衆院選・長岡町長選 文化遺産についての各候補者への質問と答え 

       森本で弥生時代の弓等が発見 

乙訓文化８号 宝菩堤院跡の保存について 

       長岡京遺跡調査の現状と対策（白書） 

       森本地区(弓)発見 

宝菩堤院廃寺の研究［下］ 

建国記念日をめぐって 

乙訓文化９号  長岡京調査にあたっての悲しい誤算 

        樫原廃寺  会の発展のために  乙訓の風俗 

乙訓文化１０号 洛西の古墳群 (第一日曜部会) 向日町・大山崎村長選、文化遺産について

の質問と答え 
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